
、171rル′だrrイ /Fr`ィ″ギ
`「

″だ′bυ″C力
`|″

!およ′I晨
`7,ど

,′だご″な



古い知恵を再発見して価値を高める

|■|■|■■
東京海洋大学 名誉教授

東京家政大学大学院 客員教授
藤井建夫氏
Tateo Fulil

東京家政大学は,昔から伝わる暮らしのさまざまな技や知恵を現代の生活や産業などに生かす
ことを目的とした「温故知新プロジェクト」という総合研究プロジェクトを進めている。同大学

生活科学研究所所長として,プロジェクトを推進する藤井氏にお話を伺つた。

一―東京家政大学について紹介してください

藤井 郎埼京線十条駅から徒歩5分の地にあ

り,キ ャンパスの面積は都内にある大学にし

ては恵まれていて,23区内の私大では2番 目

の広さです。学生数は約5700名で,全国の女
子大中,第8位の規模です。家政学部,人文
学部に加え,この4月 からは狭山市のキヤン
パスに子ども学部と看護学部を発足しまし

た。名前が似ているので,よ く東京家政学院

大学と間違われますが,全 く別の学校法人で
す。明治14年に渡邊辰五郎先生により,和洋
裁縫伝習所として裁縫家事の教員養成を目的

に設立されたのが始まりで,今年創立133周
年を迎えます。当時まだ封建的な考え方が強

かった時代に,女性の「自主自律」を願い,
手に職をつけるだけでなく,高い専門知識や

教養も身につけて社会に貢献できる女性の育

成を志して倉1立されました。

一―「温故知新プロジェクトJを始めた経緯

を教えて ください

藤井 私力ヽ 年前から所長をしてきました生
活科学研究所では,総合研究プロジェク トと
して,比較的大 きな3件のプロジェク トが進
められていました。個別研究が主でしたので,

これを一つのテーマの下でまとまった総合研
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究に組み直して,学科横断的な研究の活性化
につなげたいと考えていました。

一―なぜ「温故知新」なのですか

藤井 理由はいろいろありますが,2011年 に
発生した東日本大震災により,私たちの暮ら
しや考え方は大きな影響を受けました。原子

力発電の安全性は大きく揺らぎ,科学技術や
ひたむきな開発研究に対する信頼性も薄れた

といえます。節電節約という経験もしました。

被災地では防災についてのさまざまな言い伝

えや記録もあったのですが,多 くは忘れ去ら
れており、彼害を大きくしました。このよう

な経緯を踏まえ,私達の研究目的や姿勢も謙
虚に見直す必要があると考えました。

東京では当時,ス カイツリーが工事中で,

そこでは法隆寺の五重塔の心柱の考え方が耐

震に生かされているということが,度 々話題
になっていました。街づくりについては,私
が育った京都では市電の軌道が街の基軸と

なっていたことや,子供たちが集まる祭りや

地蔵盆を思い出しました。私が会長をしてい

た日本伝統食品研究会では,伝統食品に含ま
れる技や知恵を掘り起こしてその価値を高め

たいと考えていました。これは世界遺産に登

録された和食の保護継承にも役立つことです。

このプロジェク トでは昔の暮らしや生き

方,技術などに学び,私たちが忘れ去ったり,

まだ気づいていない優れた知恵をもう一度掘
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り起こし,復興 (街づくり,住 まい,産業,
自然,森,里,海など),節約 (節電,省エネ,
エコな→ ,安心安全 (暮らし,衣服,食料,水 ,

住居,育児など),防災 (耐震,防火,防水害,

緑化なのの面で,震災後の私たちの生き方,
暮らしに役立てたいと考えました。温故知新

はゼロから考えるものではないので,それ自
体が節約にもつながります。

一―プロジェクトではどのような研究課題に

取り組んでいますか

藤井 今年で3年 目ですが,課題数は32に な
ります。学内だけで70名の先生方が参加し,

学外の共同研究者も35名いらっしゃいます。

まず食品では,緩速ろ過浄水を食品に生かす
研究,各種食材 (黒エンニク,赤酒,野菜,
i責物,糠,茶,チーズ,コ ラーゲンなど)の
機能性探索の研究,過去の食中毒事例の解析,

行事食の調査などが挙げられます。このほか,

福島県の保育の研究では,震災後の児童の心
理的ケアを考えるため,ベ ラルーシ共和国
(チ ェルノブイリ原発事故の被災地)へ調査
に出掛けたり,「エイジング・イン・プレイ

ス (地域居住)」 の可能性の研究では,福祉
の先進国であるデンマークの事例を調査して

います。夕1遊びや工芸の感覚に学ぶllf究,子
供の安全服に昔の工夫を生かす研究,小学校
での書道教育導入のための教材開発を行って

います。研究経費は大学のほか,東和食品研
究振興会からも助成をいただいております。

―一ところで,この3月 に家政大を定年退職
されましたね

藤井 はい。70歳で定年になりました。しば
らくは大学院客員教授や生活科学研究所の客

員研究員として在籍します。
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一―一最後に,長い問食品微生物の研究分野
に携わってきた感想をお願いします

藤井 これまで食品の腐敗や食中毒を扱う食
品衛生という分野は,企業から見ると,開 /Jtt

や発酵の分野に比べて,防御的で後ろ向きの
研究分野と考えられていました。事実,私が
助教授のころ,教授の奥積先生はよく,「企
業は開発の研究には奨学金を出すが,食品衛
生のような地味な分野には関心が薄く,研究
助成もほとんど通らない」と言っておられた

ようなことを思い出します。昨今は食品安全

の研究の方が関心を持たれ,隔世の感があり
ます。

特に1996年堺市での0157食中毒事件以来,

大型食中毒事故が相次いで発生し,ま た「食
品安全委員会の役割であるリスク評価には科

学的知見の蓄積が重要である」という考え方

が定着してきたことが,食品衛生研究の役割
の重要さを明確化したといえます。その意味

でも,食品衛生・微生物分野の研究を継続し
てきたことは意義があったと思います。大学

ではトレンディな研究分野にも対応する必要

がありますが,流行に飲み込まれず,コ アな
研究分野は地道に維持継承していくことが大

事だと思っています。
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